
善

導

大

師

一
千

年

忌

電
其

時

代
伊

藤

鮪

晃

我
邦
に
於
て
善
導
大
師
の
年
忌
を
舉
行
す
る
事
は
、
恐
ら
く
延
寶
八
年
庚
申
の
歳
そ
の

一
千
年
忌

に
際
し
擧
行
せ
し
に

始
ま
る
か
ご
思
ふ
、
素
よ
り
個
人
こ
し
て
或
は
有
志
數
輩
が
其
鴻
恩
に
樹
し
て
修
行
せ
し

こ
ご
あ
る
は
言
ふ
迄
も
な
き
事

な
が
ら
今
は

一
宗
擧
つ
て
奉
修
せ
し
は
先
づ
此
歳
を
以
て
嚆
矢
ざ
す
べ
き
か
o

抑
も
善
導
和
尚
の
入
滅
は
大
唐
高
宗
皇
帝
の
永
隆
二
年
三
月
で
春
秋
亠ハ
十
有
九
ご
あ
る
か
ら
、
此
年
よ
り
計
算
し
て
我

朝
人
皇
百
十
二
代
靈
元
天
皇
の
延
寳
八
年
が
正
し
く

一
千
年
に
相
當
す

る
の
で
、
其
十
年
前
の
寛
文
八
年
頃
か
ら
其
準
備

　

に
取
り
か

丶
り

い
ご
も
盛

大
に
擧

行
さ
れ
た
の
で
あ

る
o

其

一
千
年
の
聖
忌
が
本
宗

の
高
組

こ
し
て
、
而

も
十
年
以
前

か
ら
準
備

さ
れ
て
朝
野

一
齊

に
其
逡
忌

が
勤

修
さ
れ
た

こ

ピ
は
寔

に
未
曾
有

の
盛
舉
な

り
ご
云

ふ
べ
き
で
あ
る
o

こ
の
延
寳
年
度

の
逡
忌
が
如
何

な
る
意
味
に
於

て
勤
修
さ
れ
た
か

其

朝
野

に
於
け

る
反
響
が
如
何
程
な

り
し
か
、

一
宗
最
高
の
意
志
は
如
何
な

る
目
的
な
り
し

か
、
今
月
よ
り

二
百

四
十

有

餘
年
前
の
我
宗
上
下

の
光
景
は
如
何

な
る
有
樣
で

め
り
し
か
を
書

い
て
見

よ
う
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

さ
し
常
り
善
導
の
示
寂

日
に
就

い
て
古
來

二
説
あ
る
o

そ
れ
は
新
修
往
生
傳
の
毳
道
の
傳

に
、=



一
二

「忽
然
に
微
疾
す
掩
室
怡
然
ε
し
て
長
ぐ
逝

K
春
秋
亠ハ
十
有
九
、
時
に
永
隆
二
年
三
月
十
四
日
」
ご
あ
り

叉
帝
皇
年
代
録
に
は

ラ

ラ

「
高
宗

皇
帝
の
永
隆

二
年
三
月

二
十
七

日
善
導
和
術
亡
す
」

ご
新
修
傳
に
は
道

の
字

に
つ
く
り
て
.
帝
皇
年
代
録

に
は
導

の
字

に
つ
く

り
て
寸

め
り
、
道

ご
導

ご
其
字
異
な
う

ビ
雖
も
.
入
滅
の
年
月
大
き
に
同
き
が
故

に
同
師

ご
す
o

「
法
然
上
人
御
在
世
の
砌
、
十

四

B
、

二
十
七
日
の
論
出
で
來

り
け
る
時

、
上
人
の
玉
は
く
權
者
の
死

に
樣
は
機
の
前
に

禾
同
也
、
然

れ
ば
十
四
目
二
+
七

日
い
つ
れ
を
是
.

い
つ
れ
を
非

こ
す

べ
か
ら
す
、
但
し
善
導
は
彌

陀
の
化
身

な
う
、
若

し
然
ら
ば
十
四

日
は
今
少
し
彌
陀
の
義

に
隣

れ
り
、
然

れ
ば
源
室

は
十
四

日
を
以
て
善
導
邏
化

の
日
に
も
ち
ひ
ん

ご
云

々

仍
予

が
先
師
法
蓮
上
人
、
長
樂
寺
律
師
等

み
な
十

四
日
を
も
ち
ひ
玉

ひ
き
」

ご
信
瑞

は
廣
疑
瑞
决
集

の
第

一
に
云

へ
り
。

害
來
め

先
徳
皆
邁

ご
導
ご
を
同

一
人

な
り
ご
し

。
而
も
十
四
跡
説
は
元
租
の
説
な
b
ご
謂

ふ
べ
し
り
か

丶
る
次
第

で

一
千

年
御
忌

も
延
寶
八
年
庚
申
の
歳
三
月
十
四
日
を
中
心

こ
し
て
巖
修

さ
れ
た
事

は
事
實
で
あ

る
o

然

る
に
善

導
和
爾

に
關
す

る
奪
稱
が
古
來
ま
た

一
定

し
て
居
ら
な
か

つ
た
o
我
宗
書
を
見

る
に
其

一
千
年
忌
迄
は
多

く

は

善
導
和
尚

ご
云
ひ
、
或
は
善
導
皹
師
叉
は
善
導
阿
闍
梨
等
ご
稱
呼
し
、
・宗
祀

二
代
三
代
ま
で
は
多
く
善
導
和
尚

ご
稱

せ

ら

れ

て
居

つ
だ
o
然

る
に
此

一
千
年
忌
の
爲

め
に
善
導
の
別
傳
を
纂

註
せ
ら

れ
た
獅
子
谷

の
怨
澂
上

人
が
始

め
て
善

導
大

師

別
傳
纂

証
ご
名
け
ら
れ
た
o
善
導
の
尊
稱
鳳
此

一
千
年
忌

に
輿

論

一
定

し
て
沙
門
葵
翕

之
を
代
表
し

て
始

め
て
善

導
大

師

ご
稱
呼
す

る
事

ご
な

つ
た

の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
此

一
千
年
忌

に
於

け
る
第

一
の
記
念

は
善
導
大
師

の
稱
號

の

一
定

せ



る
こ
ご
を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら

戯
Q

さ
う
し
て
茲

に
亦

一
つ
大

い
に
考
わ
な
け
れ
ば
な
ら

漁

一
件
が
あ

る
o
善

導
大
師
の

一
千
年
忌
は
我
宗
上
下
相

一
致
し

て
寺
院
を
創
建
し
,
槫
記
を
整

頓
し
殊
に
民
間
布
数

に
留
意
し
、
其
十
年
以
前
か
ら
之
に
着
手
し
た

一
條
は
特
筆
大
書
し

て
後
昆

」
傳

ね
ね
ば
な
ら
躪
卓
見

で
あ
る
o

先
づ
第

一
に
善

導
記
ご
名
付
ら

れ
た
る
淨
瑠
璃

が
作

ら
れ

て
其
版
本
が
、
淨

瑠
璃
本
の
版
元
た

る
洛
陽

二
條
涌
寺
町
西
入
山
本
九
兵
衞

版
こ
し

て
起

さ
れ
大

に
民
間

に
皷
吹

さ
れ
た
の
が
寛
文
十
年
の

三
月
で
あ
る
o
夫
よ
う

コ

一河

R
道
」
「
念
佛
往
生
記
」
な
ざ
ε
云

ふ
淨
瑠
璃
が
續

出
し
て
居
る
。
共
に
國
書
刊
行
會
に
於

て
聚
録

さ
れ
て
居

る
が

「
善
導
記
」
の
古
版
は
龍

谷
大
學

の
禿
氏
鮪
鮮
師

の
所
藏
本
で

一
見
す

る
こ
ご
が
出
來

る
o

善
導
大
師

一
千
年
忌

の
眞
意
義

は
無
論
大
師

の
淨
土
敷

に
關
す

る
前
古
無
比
の
新
解
釋

に
基
き
。
所

謂
善
導
以
前

に
善

導
な
く
善
導
以
後
善
導
な
き
特
殊
の
古
今
楷
定

に
あ

る
は
言

ふ
迄
も
な
き
次
第

な
が
ら
、
亦

本
宗
上
下

の

一
に
希
望
す

る

一
事
件
が
伏
在
し
て
居

る
の
で
あ

る
o

夫
れ
は
我
元
租
法
然
上

人
の
尊
稱
が
未
だ
定
ら

す
、
由
來
法
然
上
人
で
稱
呼
さ
れ
て
き
た
が
上

人
ε
は
隱
遁
者

の
稱
號

で
あ

つ
て
、

一
宗
の
開
組

こ
し
て
は
我
邦

で
は
物
足
ら

組
威

が
あ

る
の

で
是
非
何
こ
か
相
當
な
尊
稱

の
宣
下

あ
り
た
き

一

件

で
あ
る
o
大
師

ご
謂

ふ
穩
號

は
素

よ
り
奪
き
號

で
あ

る
が
、

日
本

に
於
て
は
特
殊
の
意
味
を
含
む
尊
號
で
支
那

や
朝
鮮

ご
は
大
に
其
趣
を
異

に
し
て
居

る
の
で
、
日
本
め

諸
宗

の
開
租

は
概

ね
大
師
號

が
宣
下

さ
れ
て
居
る
次
第
で
あ
る
か
ら
是

非
本

宗
に
於

て
も
元
祀
法
上
人

に
大
師
號

の
宣

下
あ
ら
ん
事
を
希
望

す
る
こ
ご
は
我
宗
上
下
均

し
ぐ
翹
望
す
る
處

で
あ
る

゜

=

二



、

一
四

是
よ

り
先
き
此
件
に
つ
き
後

奈
良
天
皇
の
天
文
年
間
、
種

々
朝
廷
に
執
奏
せ
し
が
當
時
青
蓮
院
の
奪
鎭
法
親
王
の
御
執

奏
に
よ
り
て
光
照
大
士
ご
謚
し
勅
書
を
賜
ふ
た

の
で
あ
る
が
當
寺
法
親
王

の
御
状

は
左
の
如
し
o

就
昌
富
院
開
山
堂
額
義

一、
勅
謚
,事

倉
二
執
奏
齲
之
處

.
可
レ爲

二
光
照
大
士

幡
由
被

二仰
定

一
間
、
則
題

γ
之
候
珍
重
候
内

々

可
レ被

γ
相
二觸
門
徒
中

二
候
哉
、
獪
泰
憲
法
眼
可
レ
申
候
也
〇

八
月

二
十
五
日

(
花

押
)

知
恩
院
方
丈

此
親

王
の
状
は
現
に
知
恩
院

に
襲

藏
さ

れ
て
居

る
o
け

れ
こ
も
是

れ
は
事
後

の
彌
縫
策

で
、
是
よ
り
先

き
光
照
大
土
た

る
べ
き
旨
勅
謚
宣
下

あ
b
し
も
其
綸
旨

は
或
事
情

の
爲

め
有
哉
無
哉

に
さ
れ
た

の
で
,
諺
に
謂
ふ
綸
言
汗
の
如
し

の
言
葉

も

こ
の
時
は
無
効

で
あ

つ
た
、
只
添
書
こ
も
謂
ふ
べ
き
親
王
の
御
筆
あ

る
の
み
で
朝
廷
の
本
書

も
な
く
又
廟
所
の
額

も
な

い
筈

で
あ

る
o
天
文
八
年
己
亥

の
嚴
助
往
年
記
は
其
眞
相
を
告
白
し
て
居

る
o

、

十
月
比
歟
法
然
上
八
並
號
・
事
自
二
知
恩
院

一
依
レ被

レ
申
輔一入
青
蓮
院

一被

レ
申
レ沙
昌
汰
光
照
菩
薩
可
7
號
云

々
山
門
大
衆
内

々
依
レ
有
二
造
意
儀

脚宣
旨
被
二
召
返

一云

々
比
興
.
事
也

山
門

大
衆
の
造
意
猶
此
頃
ま
で
も
云

々
あ
り
て
光
照
大
士
の
號

も
徇
召
返
さ
る

丶
悲
蓮
に
際
會
し
た
の
で
あ
る
O

爾
來
幾
星
霜

宗
門
上
下
が
怨
を
呑
ん
で
此
恥
辱
を
雪

が
む
ご
苦
慮
し

π
の
で
あ

る
o

然
る
に
此
度
善
導
和
爾

の
.
一
千
年

忌

が
廻
り
合
せ
我
宗
は
將
軍
家

の
菩
提
所
を
江
戸
壇
上
寺
ピ
定

め
ら

れ
且

つ
世
は
既

に
徳
川

四
代
の
天
下
で
あ
る
此
時
斯



際
年
來
の
宿
意
を
果
さ
ん
も
の
こ
先
づ
善
導
和
尚
の
尊
號
を

一
定
し
て
之
を
大
師
ビ
號
し
、
其
前
々
年
に
は
徳
川
家
京
都

の
菩
提
所
た
る
知
恩
院
の
敷
地
を
擴
張
し
祗
園
祕
瓧
の
神
境
南
北
十
二
間
.
東
西
百
八
十
間
を
割

い
て
知
恩
院
の
境
地
こ

な
す
な
ご
今
の
三
門
前
の
廣
路
帥
ち
新
門
前
通
う
の
擴
張
が
夫
れ
で
あ
る
o
既
に
叡
山
所
轄
の
祗
園
神
肚
の
紳
境
さ

へ
知

恩
院
に
轄
愛
し
て
此
時
は
何
等
の
造
意
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
o
時
勢
ご
云
ふ
も
の
は
爭
ね
ぬ
も
の
で
あ
つ
て
、
百
萬
遍

の
再
興
は
偶
然
此
時
に
際
會
し
だ
ご
も
謂

へ
よ
う
が
、
筑
後
善
導
寺
の
重
修
か
ら
.
讃
岐
法
然
寺
の
創
建
、
瓜
連
常
輻
寺

の
移
轉
、
獅
子
谷
法
然
院
の
創
立
等
數

へ
來
れ
ば
淨
土
宗
の
宗
勢
は
實
に
偉
大
の
進
展
を
見
、
目
出
度
く
延
寶
八
年
庚
申

三
月
十
四
日
が
迎

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
o

け
れ
ご
も
我
宗
は
今

一
つ
こ
う
し
て
も
戍
効
せ
ね
ば
な
ら
臓

一
大
事
が
殘
つ
て
居
る
o
夫
は
他
事
で
は
な
い
元
祀
法
然

上
人
に
ま
だ
謚
號
が
な
い
o
唯
此

れ
の
み
が

一
宗
上
下
の

一
大
恨
事
で
あ
る
、
善
導
大
師
の
尊
號
も
宣
旨
で
は
な
い
が
、

天
台
の
私
號
大
師
の
如
く
世
間
の
輿
論
こ
し
て
大
師
號

に

一
定
し
た
の
で
是
の
次
に
は
元
租
法
然
上
人
に
大
師
號
の
勅
謚

が
宣
下
し
て
貰
ひ
た
ひ
の
で
あ
る
o

善
導
大
師
の

一
千
年
忌
を
絡
了
し
て
最
早
拾
有
餘
年
を
經
た
o
時
の
御
菩
提
所

一
宗
の
録
所

κ
る
江
戸
壇
上
寺
で
は
偏

へ
に
其
機
會
を
ね
ら
つ
て
ゐ
た
o
然

る
に
徳
川
も
五
代
將
軍
こ
し
て
襲
職
さ
れ
た
綱
吉
公
は
壯
年
頗
る
好
學
で
元
祿
四
年

に
は
六
月
廿
九
日
増
上
寺
貫
主
古
巖
以
下
府
内
の
宿
老
二
十

一
人
を
城
中
に
請
し
て
論
議
せ
し

め
る
な
ざ
、
是
れ
は
寛
永

已

後
殆
ん
ざ
五
十
年
間
も
絶
て
無
か
つ
た
事
で
.
爾
來
五
六
年
毎
年
か
丶
る
盛
事
が
行
は
れ
た
o
殊
に
元
祿
七
年
閏
五
月

一
五



軌

一
六

に
は
將
軍
壇
上
寺
に
詣
り
治
國
利
民
の
法
問
を
聽
き
、
公
亦
自
ら
中
庸
天
命
の
章
を
講
じ
た
な
ご
全
く
好
學
の
然
ら
し
む

る
處
で
隨
つ
て
元
祀
注
然
上
人
を
理
解
す
る
の
機
會
に
相
遇
す
る
こ
ε
が
出
來
π
の
で
あ
る
o
愈

々
元
祿
十
年
丁
丑
正
月

十
八
日
、
元
祀
滅
後
四
百
八
十
六
年
園
光
大
師
の
敷
謚
を
賜
つ
た
の
で
あ
る
o
爾
家
十
五
年
後
の
正
徳
元
年
の
五
百
年
忌

の
東
漸
大
師
ご
五
十
年
目
毎
の
加
謚
は
明
治
年
間
迄
其
慣
例
を
襲
ふ
事
に
な
つ
た
の
は
我
宗
萬
代
の

一
慶
事
で
あ
る
o

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
許
諾
の
な
い
文
章
に
は
墨
消
し
処
理
を
施
し
て
い
ま
す
︒




